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　ラミネートフロアは施工上の特長として、ラミネートフロアを床下地材に固定しない置敷施工が可能です。接

着剤を使用しない置敷施工は日本では制限の多い施工方法で、置敷施工ができない物件もあります。置敷

施工ができない物件では、施工自由度が高い接着施工も御検討ください。接着施工は施工自由度が高く従

来の木質系フロアと同じ施工となります殆どの物件で施工可能です。

　「置敷施工」と「接着施工」のメリットとデメリットをご理解いただき2種類の施工方法から用途や目的に合っ

た施工方法をお選びいただければ幸甚です。
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施工ミスについて
■『接着剤も釘も使用しない簡単施工』の置敷施工説明は誤り
ラミネートフロアは接着材や釘をしない置敷施工ができますが、置敷施工には置敷施工のルールがあり、施

工ルールを無視すれば「施工ミス」となり床が突き上がります。

◦ 置敷施工は、接着材や釘などでフロア材を床下地材に固定してはいけない施工。

◦ 置敷施工は、壁や上がり框そして敷居などでもフロア材と適度な隙間が必要な施工。

◦ 接着施工（接着剤、接着剤と釘の併用）。

①床下地材とラミネートフロアを接着剤で固定する床施工。（ステープルやフニッシュ釘の併用可能）

②複合フローリングの施工と同等の施工。

③モルタルなどへの直貼りは不可です。置敷施工としてください。

『接着施工』のメリット・デメリット

■接着施工 ※下地は合板などの木質系のみ可能です
【接着施工の概要説明】
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『接着施工』のメリット・デメリット

■接着施工 ※下地は合板などの木質系のみ可能です
【接着施工の概要説明】

接着施工

■接着施工の注意事項（重要な施工ルールです）

■エクスプレス クリックの接着施工の説明

②（施主様施工）接着施工ではなく置敷施工をお勧めいたします
施主様施工では、多くの方が施工をされています。
施工でも施工後の施工ミス（床の突き上がり）報告は稀有ですのでご安心ください。

合板捨て張り、二重床、既存フローリングなどが可能です。

施主様による施工のアドバイスは以下の通りです。

置敷施工では上がり框とフロア材の隙間をなくすことはできません。
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クロノテックスジャパン㈱
〒381-0024 長野県長野市南長池 280-8

TEL 026-267-0311
FAX 026-267-0312
Mail info@kronotex.jp

http://kronotex.jp

本紙は予告なしに改訂することがあります。最新の施工マニュアルは弊社サイトでご確認ください。

（本紙記載内容の無断転用を禁止いたします）



『接着施工』マニュアル
追記のお知らせ

当社発行の施工マニュアルにおいて下記のとおり
追記をさせて頂きます。

接着施工の場合、下地は9㎜以上の合板下地で根太等下地へ
しっかりと固定されている事が条件となります。
その他の場合はご相談ください。
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